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資料
"" 

パーソナルコンピュータを大型計算機センターの端末に．／

共同利用掛藤井 博

§1. はじめに

197 1年に、日本屯卓メーカーの依頼を受けた米国のインテル社でMCS-4が、産声を上け

ました。マイクロコンピュータの誕生です。

それから 12年、立派に成長し各方面に活躍し、一部はバーソナルコンピュータと名を変え、

我が世の春と咲乱れています。

本センターでも、端末中詰を見ますと大半がパーソナルコンピュータで占められる様になって

きました。専用端末にくらべると、価格も安く、なによりも簡単な計算ならその場で処罪するこ

とが上げられるでしょう Q

そこで、これからパーソナルコンピュータ（以下パソコンと呼ぶ）を大型計算機センター（以

下ホストと呼ぶ）の端末に、と考えている利用者のために、種々雑多書いて見ましたのでなに

かの参考にして下さい。

§2. ホストに接続するには

パソコンをホストに接続するには図 1のように 3種類あります。この内手軽に利用できるのが

3番の音聾カプラによる方法でしょう。

次に決めなければならないのは、

通信手順です。ハード的に接続し

ていても、通信手順が合なければ

通信できません。

本センターに設附されているA

cosでは表 1のような種類があ

り、他メーカーでは、そのメーカ

ーでの手順があります。そこでど

のメーカーでも接続できる無手順＊

が、一番手軽で箇単ですので、こ

こでは、音警カプラで無手順で接

続していく前提で話しを進めまし

よつ。

□ -----← ~ 

ロニ]~ー
口□戸--麿雪□

図 1 接続形態

＊ 無手顧、各メーカーで呼び名が異なり TTY手顧とかレベルO手傾とが叩まれる時もある。

送信、受信、確認といった手順がないため、軍送路によっては、ノイズ、文字バケが時には起りうる。
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表1 通信手順

レベル0 (無手順）

300, 1200, 9600bps* 

レベル 2A レベル 2B 

通信 300, 1200, 2400, 4800, I 2400, 4800, 9600bps 
9600BPS *l< 

通信方

同期方

二重

調歩同期方式

半二重／全二重

調歩同期方式 独立同期方式

（スタート、ストップビット） (SYN同期）

コ ドIJI S 7単位＋偶数パリティ JI S 7単位＋偶数パリティ JI S 7単位＋奇数パリティ

誤り制御方式 I垂直パリティ（偶数） (i)垂直パリティ（偶数） 垂直パリティ（奇数）

(ii)水平パリティ CRC 

タイムフィラー DEL(7F)コード

デミリッタ文字 CR(OD), SOH(Ol) 

使用せず SYNコード

(16進表記） ETX(03), EOT(04) 
CAN (18), DC 1 (11) 

DC3 (13) 

ブレーク方式I1 oビット以上の"O"のビ
ット例 ＊＊＊ 

ビジー制御 IDCIバ）C3制御 タイ

フフィラ (DEL)

§3. RS 2 3 2 Cについて

RS232Cは、モデム・インターフェイスでCCITT(国際屯信電話諮門委員会）勧告のcc

I TT /V 2 4, E I A (米国電子工業会）規格のEIA-RS-232C, JIS(日本工業規格）規

格のJIS-C 6 3 61等で規定されているものの名称です。

パソコンの種類によっては、 RS232Cを標準装備しているものや、オプションになっている

ものもありますが、ホストと接続するためには、このRS232Cが必らずいります。

このRS232Cは、データ通信用LSIによっ

て行なわれ、パソコンメーカによって使用するデ

ータ通信用LS Iが異なります。これを表2,表3

に示します。

代表的な 8251について簡単に説明しますと、

このLS Iは、汎用非同期送受信回路と言って制

御レシスタに表4のような 8ビットデータをセッ

トすることによりモード設定を行うことができ、

続いて制御レジスタに表5のような通信コードを

＊吹田地区構内回線のみしか利用できない。

2 データ通信用LSI

メ ーカ 名 称

メンテル 18251A 

II i 8 2 7 3 

モトローラ MC6850 

II MC6852 

II MC6854 

ザイログ Z-80SIO 

＊＊レベル2Aの2400,4800, 9600 BPSは、吹田地区構内回線のみしか利用できない。

*** RlO. 1より使用可能§6フロー制御参照
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セッいすることにより任意のデータ通信を行うことができます。

制御レジスタの I/0ポートは、プレーク信号送出等に使用しますので、各パソコンのマニュ

アルをよく読んで調べておいて下さい。

3 パーソナルコンピュータに使用されているデータ通信川LSI

メ ーカ 製 品 名 使用 CPU 使用通信用LS I 

日本電気 PC-8001 Z-80 8 2 5 1 

II PC-8801 Z-80 8 2 5 1 

、、9 PC-9801 8 0 8 6 8 2 5 1 

沖 丘メ＼、 IF-800/20 Z-80 8 2 5 1 

II IF-800/30 z 8 0 8 2 5 1 

日立家屯販売 レベルm 6 8 0 9 6 8 5 0 

II 1 6 0 0 I 8 0 8 8 8 2 5 1 

士 通 FM-8 6 8 0 9 8 2 5 I 

II FM-1 1 8 0 8 8 8 2 5 1 

松下屯気 マイブレ ンJD 8 5 0 8 0 8 5 8 2 5 1 

／／ マイブレーン JD-3000 8 0 8 8 8 2 5 I 

表4 8 2 5 1通信モード

＼ b7 b6 b5 b4 ba b2 b1 bo 

機 ム月ヒt＇ ストップビット長 パリティ プ--・ タ長 クロックレ 卜

゜゜゜゜゜゜゜゜無 視 無 視 無 視 無 視

゜
］ 

゜
1 

゜
1 

゜
1 

説 明
1ビット長 本ロf 数 無 視 X 1 

1 

゜
1 

゜
1 

゜
1 

゜無 視 無 視 7ビット長 X 16 

1 1 1 1 1 1 1 1 
2ビット長 偶 数 8ビット長 X 64 

表5 2 8 5 1通信コマンド

三ト b7 叫 b5 b4 b3 b2 b1 b。
内 送 工 ブ ;@又, 端 送
部

信
ラ レ

リ I I 
信
末

吾,v汁し 明 セ リ ク要 セ
送

゜
ツ

卜 求 < 信 可 K 可
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§4. 通信スピードについて

音響カプラを使用しての接続には、本センターでは、 2種類のスピードがあります。 1つは

300BPSで国産メーカの300BPSの音響カプラが使用でき、端末プログラムもBASICで

十分作成できます。音聾カプラの価格も 4万円台からあります。

もう 1つは 1200BPSで、米国のリーガルバデック社のVA3400J音響カプラでしか使用

できません。端末プログラムも、パソコンによっては BASICでは追従しないものもあります

が、 8月下旬のOSのバッジョンアップ後は、 BASICでも作成できます。＊音響カプラの価格

は 32万円と高くなります。

§5. 端末プログラムについて

さていよいよ端末プログラムの話しに入りますが、パソコン端末にどの程度の機能を持たせる

かによって、プログラム作成言語を選んで下さい。一般的に、 CRT表示、キーボード入力、フ

ァンクションキー入力あり、ぐらいの機能でしたら BASICで作成することもできますし、パ

ソコンよっては、 TERMコマンドで代用することもできます。

しかし、フロッピーディスクの入出力、漢字入出力、グラフィック等の機能を持たせようとす

るとBASICだけでは、処理しきれない場合があります。こんな時は、一部をマシン語にする

か、コンパイラー等でマシン語に変換しなくてはなりません。

ここでは、 BASICを使用することを前提で進みましょう。

図2を見て下さい。

端末プログラムを作成する時のメインル

ーチンです。たったこれだけで端末として

動作します。

1. RS232Cをオープンする。

RS232CをォープンするBASI

C文は、 OPEN"COM:文が多いよ

うです。＊＊

l<S2:l 2Cオープン‘

キーボード入力

をRS232Cに送信本センターと接続する時は、偶数パリ

ティー、データ 7ビット、ストップビッ

ト1、とセットして下さい。パソコンに

よってはフロー制御、カナシフト等の指

定があるものもあります。
図2 メインルーチン

* §6のフロー制御参照。
＊＊パソコンによっては INIT文を使用したり、まちまちですのでよくパソコンのユーザーズマ
ニュアルを読んで下さい。
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（例） NssDISK BASICの場合

0 P EN" COM : E 7 1 X S // AS # 1 

2, RS 2 3 2 C受信

I I I I I 

I I I I :_匹ーカナシフト

’’’’ 
'•''---- フロ 制御あり ＊ 

I I 1-----ストップビット 1

I~- - -―-データ長7ビット

~----―偶数パリティ

RS232Cに受信しているかどうかを調べます。受信していたらそのデータを取り出し表

示します。受信する方法に 1文字づつ取り出す方法と、受信バッファーに受信している数だけ

取り出す方法とがあります。前者は、受信コードを 1文字づつチェックするのに便利ですが、

］文字づつ処理するために、処理時間がかかり通信スピードは 300BPSが限界です。

後者は、まとめて取り出すため処理時間が短くて済みますが、受信コードを 1文字づつチェ

ックするためには、工夫が必嬰です。 LINE INPUT文という便利な文もありますが、 A

＊＊ 
cosの場合、ホストから送られてくるテキストの最後がCRコード (0D)でないので使用

できません。

ACOSの場合、タイムフィラーにDELコード (7F)を使っています。このDELコ

ードを表示しても圃面上変化のないパソコンなら問題はないのですが、空白を表示したり、バ

ックスペースするようでは、このDELコードを取りのぞかなくては、なりません。

（例） Nss DISK BASICで受信バッファーから一括取り出しの場合

RC=LOC (1) 

IF RC THEN R$= INPUT(RC, #1): PRINT R$; 

3. キーボード入力

キーボード入力があるかどうかを調べます。入力があればそのデータを表示するとともにR

S232Cへ送信します。キーボード入力は、 INPUT文を使わずに、 INKEY$文を使い

ます。

（例） Nss DISK BASICの場合

K$=INKEY$ 

I F 令K$ < > 11 11 TH E N P R I N T K $ ; : P R I N T # 1 , K $ ; 

* §6のフロー制御参照Q

＊＊（ ）内は 16進表記。
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4. フロッピーディスク上のデータ送信

表示とキーボード入力だけでは、

ロ

あまりにも、パソコン端末として

能がありません。そこでフロッピ

ディスク上のデータの入出力が

行えるようにしましょう。

ACOSの場合、無手顧端末の

周辺装龍］として紙テープリーダー

・パンチしかありません。そこで

フロッピーディスクを紙テープリ

ーダー・パンチと見立ててホスト

をだますことにします。

＊ 
ビルドモードにし次にキまず、

ーボードより

READ PPT, ACOS上の

ファイル名

を人力します。

REDAY 

と応答があれば、フロッピーデ

ィスクをオープンして、フロッピ

ーディスク内のデータを送信すれ

READ PPT 

コマンド送信

r--------

/ -

ーま ／ 
ホストヘ送信する
フロッピーディスクト_, 
のファイル名を人力

パソコンでの処刑

フロッピーディスク上
のファイルオープン

データ送信

フロッピーディスクI:
のファイルクローズ

$$$EOF 送信

ば、ホストにデ タを送ることが □ =n 
できます。この時送信する 1レコ

ードは 80文字以内で最後にCR

コード (0D)を付加しなければなりません。

図3 フロッピーディスク上のデータ送信

送信データが終了するとロジカル・エンド・レコードである $$$EOFを送信しますと、

データ転送は終了します。

＊
 
ACOSに接続し、課題番号、パスワードを入力してSYSTEM?が出力している時を、

システム選択モード、＊を出力している時を、ビルドモードという。
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人口

5. フロッピーディスクヘのデータ受信

ホストのデータをパソコンのフ

ロッピーディスクヘ受信するには、

フロッピーディスク上のファイル

をオープンしフロッピーディスク

の書込みフラグをONにします。

そして図2のメインルーチンに

図4のように、書込みフラグを

チェックしてフロッピーディスク

にデータを書込むルーチンを追加

すれば、できあがりです。

LISTコマンドを入力してホ

スト上のファイルのデータを表示

させるとフラグをチェックしてフ

ロッピーディスクに書込んでいき

ます。

表示が終了すると、フロッピー

ディスクをクローズします。

表示が終了したかどうかは、先

に

PTON PPT コマンド

を入力しておけば、 LISTコ

マンド終了後に$$$EOFが出

力されますので、これで終了がわ

かります。

7
ー

ー

ー

ー

ー

ー

1
ー

ー

1
ー

J

一

理

一処

一

＿

の

一

で

ー

ン

一

一

コ

一ソ
一

。ヽノ

二
ロ

-

―

 

rー
ー

1
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

L

LISTコマンド送信

表 示

フロッピーディスク上
のファイルクローズ

出 ロ

キーボード入力

をRS232Cに送信

図4. データをフロッピーディスクに受信

§6. フロー制御について

§5の2で説明しましたように、パソコンをACOSの端末にしようとする時、 DELコード

(7 F)が非常に邪魔になります。そこでこのDELコード (7F)を削除しなければならない
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のですが、削除する方法の一つは、 BASICで1文字づつチェックして削除する方法です。
＊ 

これは、処理時間がかかり 300BPSでも処理方法によっては、 RS232Cバッファーをオー

バしてしまいます。

これでは、とても 1200BPSでは使いものにならないので、マシン語を使いバッファー内の

DELコードを削除する方法もあります。しかしこの方法は、使用パソコンのCPU等の知識が

いりますので、すこし勉強が必要になります。

そこでフロー制御の登場となります。このフロー制御機能は、 8月下旬に予定されているAC

OSのバージョンアップ後のR1 Q_ 1で使用可能となります。

フロー制御とは、 RS232Cバッファーがオーバーフローしそうになると、ホストにDC3コー

ド(13)を送信することにより、ホストからの送信を一時停止させることができます。この間に、

データ処理を先め、 RS232Cバッファーに空域が多くなってくると、 DCIコード (11)をホ

ストに送信し、ホストからの送信を再開させます。

パソコンによっては、自動的にこのフロー制御を行うものもありますので、この機能を使用す

ると一層プログラミングが簡単になるでしょう。

また、 LISTコマンドでの、リストアップを一時停止させたり、再開させたりもできそうで

す。

§7. 伝送プロック形式について

伝送ブロック形式については、
＊＊ 

ホストヘ送信する時は、80字以内

のデータの後にCRコード (OD)

を付加して送ります。

ホストからの受信データは先頭

にCRコード (OD)、DELコード

(7F)X3、LFコード(OA)、

DELコード (7F)xn、 が付加

されて、データが送られてきます。

このため、 LINE INPUT文

は残念ながら使用できません。*** 

ノゞソコン→ ホスト

I ---—データー―-- C
R
 

ホスト→パソコン

I~f f f~f ---―テーター―-I

図5 伝送ブロック形式

＊ 機種によってバッファーサイズが異なる。
** LI NE LENGTHコマンドで変更できる。
＊＊＊ 連続的にホストから受信する時、一つ後のブロックの先頭CRコードを利用してLINE
INPUT文を使用できないこともない。
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§8. 接続手順について

よく、「パソコンを端末にしてい

るのだが、うまくつながらない」と

追話をいただきますが、大半はプ

ログラムうんぬんより前に通信ス

ピードの設定が間迩っていたり、

音聾カプラのスイッチが間迩って

いる場合です。

LOGONを行って、なんらか

のメッセージが応答されれば、端

末プログラムの80形は出来たの

と同じです。後は、必要な機能を

付けたり RS232Cバッファ

のオーバフロー等の対策を考えれ

ばいいのです。

LOGONの方法は、

(al SOHコ ド(01) 

(bl $ $ $ CON, TS S 

(cl $$$CON, TSS,, JI S 

(d) $彗CON,TS S,, ASC 

(el $ $ $ CON, TS S,, C RT 

(f) $$$CON, TSS,,GDP 

の送信があり、端末属性によって

選びます。

(al, (bl, (c)は同じことを意味し、

J I S端末として接続され、英小

文字は英大文字に変換されます。

図6 接続手順

(dlは、 ASCII端末を意味し、英小文字は、そのまま使用できます。

(elは、 CRT端末を意味し、一画面 22行として、出力され一画面ごとに、 CRコード (OD)

を送らなければなりません。

(flは、グラフィック端末を意味します。
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§9. プレーク処理について

ホストと接続中に、処理中断したい時があります。この時、ホストにブレーク信号を送信する

と中断します。

パソコンのキーボードには、 BREAKキーがあるものがありますが、これはパソコンの処理

を中継するキーですので注意して下さい。

ブレーク信号をホストに送信するためには、使用されている通信用LS Iと大きな関係があり

ます。

8 2 5 Iの場合ですと、制御レジスタの I/0ポートに I6進で3Fをセットしますとブレー

ク信号がホストに送信されます。

ホストは、 35 Oms以上プレーク信号を受けるとブレークと見なして処理しますので、ころを

見はからって制御レジスタの I/0ポートに I6進で37をセットしてプレーク信号送信を停止

します。

この制御レジスタの I/0ポートが、パソコンによって異なりますのでパソコンのユーザーズ

マニュアルをよく読んで下さい。

例 PC8801の場合

FOR W=l TOIOO:OUT &H21, &H3F:NEXT:OUT&H21, &H37 

§10. その他思いついたこと

無手順で、フロッピーディスクの入出力を行う時の LOGONは、 (a) (b) (c) (d) のいず

れかでして下さい。そうでないと、受信は行えますが、ホストヘの送信は出来ません。

大阪大学盟中地区では、 N4700が分散処理を行っているため、 DELコード (7F)が削除し

てあったり、端末属性が変更できない場合もあります。

パソコンによっては、 BASICの内部処理の方法の違いにより文字変数の未使用エリアの後

処理を考えに入れなくてはならないものもあります。

§11. 最後に

思いつくままに、色々書きなぐりましたが、パソコンを端末とする方法がわかっていただけた

でしょうか？

パソコン自身で十分な処理が出来ますが、やはり大型計算機とパソコンでは月とスッポンの能

力差があります。

パソコン側で、前処理をしたデータをホストに送り計算処理を行い、処理結果をパソコン側で

後処理する様な、処理形態が今後の主流になるのではないでしょうか？
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パソコンを端末とするには、この小冊子だけでは、十分説明されてないと思いますが、なにか

の参考にして下さい。

最後に、 PC8801での端末プログラムリストを巻末に付けておきますので、参考にして下さ

い。このプログラムはセンターニュースVOL,12 NO 2に掲載したプログラムを一部修正し、

1200BPSで使用できる様にしてあります。 DELコード (7F)処理の方は、マシン語を使用

していますので、他機種では、その部分を変更する必要があります。
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§12. 付録

P C 9 8 0 1を試する機会を得たので、ホストとの接続を試みました。借用できたのは、本体

のみですので、センターのPC8801の周辺装置を接続しましたがなんなく接続出来ました。
＊ 

P C 8 8 0 1用の 300BPS端末プログラムを動かして見ることにしました。'RS232C

の設定は、メモリスイッチで行うようになっていますので、まずモニターモードにしメモリスイ

ッチをセットします。

MON 

h) SSWI 

48-7A 05-93 

h) SSW 

SWI 

7A 

SW2 

9 3 

SW3 SW4 SW5 

0 0 0 0 0 0 

SW6 

0 0 

SW7 

0 0 

次に通信用LSIの制御レジスタの I/0ポートが16進21から 32に変更になっています

のでその個所を変更します。

これで、動作するはずなので実行して見ました所、しばらくは正＇常なのですが動作がふと停る

のです。しかも停る個所が一定ではないのです。

いろいろ考えて調べた所、 PC9801ではPC 8 8 0 1と同じ Nss DISK BASIC 

ですが内部処理が変更になっていて文字型変数のギャベージコレクションの処理タイミングに問

題があることがわかりました。

そこで強制的にギャベージコレクションを行う FRE(O)をRS232Cバッファーから文字型

変数に取り出した後に入れるとうまく動作しました。

PC9801は、漢字ROMが搭載してあればテキスト画面に日本語を表示させることもでき

ます。しかし実際に使用した所では、 BASICのみで作成した端末プログラムでは、処理時間

がかかりすぎ無理でした。
＊＊ 

そこで、 TERMコマンドで端末化を試みました。 TERMコマンドでは、フロッピーディスク

の入出力のようなことはできませんが端末としては9600BPSまで使用できますし、日本語

も表示できます。

この場合メモリスイッチを次のようにセットします。

* 1200BPS用は一部マシン語を使用しているので動作しない。
＊＊フロー制御をもちいると時間はかかるが出来るかもしれない。
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MON 

h) SSWl 

48-7A 05-93 00-80 

h〕SSW 

SWl 

7A 

SW2 SW3 

9 3 8 0 

SW4 

0 0 

あとは

TERM"COM:E71", H 

で端末モードなります。

SW5 

0 0 

SW6 

0 0 

SW7 

0 0 

この時のRS232Cの設定は、 300BPS で フロー制御なし、日本語シフトも 16進

で1A 7 0 , 1 A 7 1となっています。

R 10.1では、フロー制御が出来たり、日本語シフトの変更等も、ありますのでメモリースイ

ッチの設定の変更が必要かもしれません。
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10'Ter-minal pr-ogr-am for・NEC PC8801 by H.FUJII 
20'In it i a 1 Set 
21 CLEAR ,&HDFFF:DEFINT A-Z:CONV=~HE000:CURSOR=&H4290 
22'Machine Language Pr-oqr・am Load 

23 FOR I=&HE(100 TO &HE0 !F 

24 READ DA$:DA=VAL<"~H"+DA$) :POKE !,DA 
25 NEXT I 
26 DATA 56, 2::::, 7E, 2::::, 66, 6F, 14, 15, C8, 7E, FE, 7F, 28, 0 6, CD, (1D 

27 DATA 3E,23,18,F3,3E,00,77,18,F8,00,00,00,00, 狐，⑬ , 00 

30 HI DTH 80, 2~,: COMt:OLE 0, 25, 0, 1: COLOR・4:PRII.JT CHRま.(fl<HC):'Displays.et 
40 CR名=CHR$(&HD) : LOG I NG=0 : DEL宅=CHRも(&H7F):LF名=CHR名(&HA):GS=0:FHR=0:LS伸l=0

50 L!t:TING=0:GDP=0:G!c: 宅=CHRま心H!D) : ESC名=CHR名(lxH18) : CAM名=CHR名（知H18) : FFl-=CHR名(fl<HC):

ET8$=CHRも(&:H17):E咋 =CHR$(&:HE0):H20名=CHRま(&:H20):H3餌 =CHRも澤H30):H40名=CHR名(&:H40):U 

群 =CHR名<&:HlF):H16ま=CHRも <~,H16) 

51 H 1屏 =CHR$(&:H1D):H8も=CHRも (~,H8) :HlC名=CHR$心 Hltこ):H!Eも=CHRち<&:HlE)

6(1'RS232C open 

70 OPEM "com: E7 1 S" AS 井1:'RS232C initial set 

80'Function l<ey set 
筏 HELPOM:KEY ON:f:TOP ON:'Activate all functic,r, l<eys and help l<e,' 

10 0 ON HELP GO SUB 8'?0 : ON STOP GOSUB 650 : Ol•l ERROR GOTO 40 0 
110 OM KEY GOSUB 490,570,610,330,950,680,730,760,920,530 

120'Main pr・ogr-am 
130 BL=LOC(1) : IF BL=0 THEN 220 

140'Receive r・outine 
150 R$=INPUT名(BL凋 1)
170 CALL CONV<Rも）
180 IF LOGING THEt•l PRINT 井2,Rま；
190 IF LISTING THEN LPRINT Rも；
200 GOTO 130 
210・'Send r-out1ne 

220 CALL CURSOR:K$=!NKEYま： IF K$="" THEN 130 

230 IF K$=H ID$ THEN GOSUB 300: GOTO 130 

240 IF K$=H8ま THEN GOSUB 300:GOTO 130 

250 IF K名=HlCも THEM 130 
260 IF K$=H1Eも THEN 130 

270 IF K$=USも THEN 130 

271 IF K名=ESCま THEN 1000 
280 COLOR 6:PRINT K$;:COLOR 4:PRINT 井1,Kち；
290 IF LISTING THEN LPRINT K$; 

291 GOTO 130 
300'Bacl< s.pace r・out1ne 
310 PRINT 廿1,CHR名(&:H8); : LOCATE POS< 0) -1, CSRLIM 

320 PRINT " "; :LOCATE POS(0) -1,CSRLIN:RETURN 

330'edit mode r-ou tine 
340 Y=CSRLIM :X=POS< 0) 
350 COLOR 6: LI ME INPUT LI$ : COLOR 4 

360 PRINT 村1,Ll$

370 LOCATE X,Y-1 
380 RETURN 
390'Er-r-or- r-outine 
400 COLOR 2 
410 IF ERR=23 THEN PRINT "Line buffer・over・flow":GOTO 470 

420 IF ERR=62 OR ERR=56 THEN PRINT "Bad file name":GOTO 481 

430 IF ERR=60 THEN PRINT "Disk space full":GOTO 481 

440 IF ERR=53 THEN PRINT "File not found":GOTO 470 

441 IF ERR=54 THEM PRINT "Fi 1 e a 1 r・eady open": GOTO 470 

442 IF ERR=55 THEM PRINT "Input past end":GOTO 470 

450 IF ERR=5 THEN PRINT "Back Sp,,rc- O¥・・er・" :GO'lll 叩 U

460 ON ERROR GOTO 0 

470 COLOR 4:RESUME NEXT 

480 RETURN 
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481 COLOR 4 
482 IF FDDSW=l THEN RESUME 770 
483 IF FDDSl--1=0 THEN RESUME 690 
490'log-on routine 
500 PRINT #1,"名廷CON,TSS",CR名；

510 PRINT"名＄名CON,TSS"
520 RETURN 
530'termenal mode end routine 
540 HELP OFF:KEY OFF:STOP OFF:CLOSE #1,#2 

550 ON ERROR GOTO 0 

560 END 
570'send user・-id and password routine 

580 PRINT #1,"<,',,,,',,,,,'",,'", :::,,,'Iも一";CR$;
590 PRINT "I,, ,:'~· 
600 RETURN 
610 PRINT #1,"I,,,,,, ,,',,"',,: パ~";CR$;
620 PRINT "¥ __'.. /' 

630 RETURN 

640'send break routine 
650 COLOR 2:PRINT "br・eal<"; :COLOR 4 
651 IF FHR THEN LSvl= 1 : RETURN 
660 FOR t,l=! TO 100:0UT~,H21,~H3F:MEXT l•l:OUT i,H21,i,H37 
670 RETURN 
も80'vJri t e f i 1 e c,pen r・c,u t 1「ぼ
690 COLOR 2:IMPUT "Enter-wr・ite file name" ;F・$:COLOR 4:FDDSt,1=0 

700 IF Fま="FILES" OR F$="files" THEM FILE;:;:GOTO 690 

710 OPEN F宅 FOR OUTPUT AS 廿2:LOGIMG=l
720 RETURN 
730 'Stop the vJr・i te file r・out1rぃラ
740 COLOR 2:PRINT Fも； " File c 1 c,s豆':COLOR 4 
750 CLOSE #2:LOGING=0:RETURN 

7 60'Re4d f i l e open routine 
7 7 0 C OL O F.' 2 : ! N F' UT " E n t e r r・ e 辺 ・I'! l e 「,am e " ; F屯 ： Iこ0 1.. 0 F: 4 : F D D SI・ ・ヒ 1 

780 IF F$="FILES" ORFも="files" THEM FILES:GOTO 770 

790 OPEN Fま FOR H•lPUT AS 廿2
800 LINE INPUT #2,Lお
810 IF EOF(2) THEN 870 

820 IF LOGING THEN 870 
830 PRIMT L・$:PR!NT ll1,L$;LFも
850 IF LISTI NG THEN LPR I NT Lも
860 GOTO 800 
870 PRIMT L$:PRIMT #1,L和 LF名：PRIMT "ままもEOF":PRIMT #1,"ま名名EDF";CRま・;:CLOSE 井2:LOG!

NG=0: RETURt-1 
880'Help key r・out1「ぼ
890 PRINT "f.l=logon f.2=userid 1 f.3=userid 2 f.4=edit f.5=list" 

900 PRINT "f.6=file(w) f.7=write-stop f.8=file(r) f.9=read-stop f.10=end" 

910 RETURN 
920'Stop the read fi 1 e r・out1ne 
930 COLOR 2:PRINT F$;" File close":COLOR 4 

940 LOG ING= 1: RETURN 
950'Listing key on routine 
960 IF LISTING THEM LIST!NG=(1:0UT &H10,&H13:0UT i,H40,C<:OUT知H40,1 ELSE LI STING= 1 

: OUT &H10,&H11:0UT~H40,0:0UT &H40,1:LPRINT CHRお (~H18); "&" 
970 RETURN 
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1000'Fi le Hander・Routine 
1010 FHR= 1 
1020 GOSUB 1140:COLOR 5:LOCATE 25,1:PRINT "File Hande「・Pr・ogr・am":LOCATE 0, 3 
1030 PRINT "File Listing Pr・ogr・am .................. ¥" 

1040 PRINT "Line no. and ' append Pr・ogr-am・・・・・・・・・・2"
1050 PRINT "Line no. and ' Delete Pr-ogr-am・・・・・・・・・ ・3"

1060 PRINT "Pr・ogr-am end• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・4" 
1070 INPUT "Enter- Pr-ogr-am no." ;PNUM 
1080 IF PNUM= 1 THEN GOSUB 1160: GOTO 1000 

1090 IF PMUM=2 THEN GOSUB 1330:GOTO 1000 
1100 IF PNUM=3 THEN GOSUB 1550:GOTO 1000 
1110 IF PNUM=4 THEN 1130 
1120 PRINT "Illegal number・":GOTO 1070 

1 130 GOSUB 1140: FHR=0 : GOTO 130 
1140 PRIMT CHR名（いHO:RETURM 
1150 REC名=RIGHTも <REC$,LEN<REC$)-!MSTR(RECも， CHRも (~HA))) : RETURN 

1160 GOSUB 1140:COLOR 5:LOCATE 25,1:PRINT "FDD File Listing Pr-ogr・am":LOCATE 0,3 

1170 IMPUT "Enter- listing file name";F名
1180 IF F$="FILES" ORF多="files" THEH F!LES:GOTO 1170 

1190 IF F$="" THEN 1300 
1200 COLOR 4:PRINT 
1210 OPEN F名 FOR INPUT AS #2 
1220 LINE INPUT #2,RECも
1230 GOSUB 1150 
1240 IF LI STING THEN LPRINT REC$ 
1250 PRINT REC$ 
1260 IF EOF(2) THEN 1290 
1270 IF LSW THEN LS囚=0:GOTO 1290 
1280 GOTO 1220 
1290 CLOSE 村2
1300 INPUT "Retur-n to main y/n" ;YN$ 
1310 IF YN宅＝＂ソ" OR YN$="Y" THEM 1000 
1320 GOTO 1160 
1330 GOSUB 1140:COLOR 5:LOCATE 25,1:PRINT "Line no. and'Append Pr・ogr-am":LOCATE 

0,3 
1340 IMPUT "Enter- input file name"; I多

1350 IF !$="FILES" OR !$="files" THEN FILES:GOTO 1340 

1360 IF !$="" THEM 1520 
1370 INPUT "Enter- output fi 1 e name" ;0$ 

1380 COLOR 4:PRINT 
1390 OPEN!$ FOR IMPUT AS #2 
1400 OPEN 0名 FOR OUTPUT AS 廿3
1410 N0=0 
1420 LINE INPUT #2,REC名
1430 GOSUB 1150 
1440 NO=N0+10 
1450 PRINT #3,MO;"'";RECま：PRIMT MO;"'" ; REC$ 
1460 IF LI STING THEN LPRIMT NO;"'"; REC名
1470 IF EOF(2) THEN 1500 
1480 IF LSW THEN LS!,1=0 : GOTO 150 0 

1490 GOTO 1420 
1500 CLOSE #2,#3 
1510 COLOR 4 
1520 INPUT "Retur-n to main >'/n" ;YN$ 
1530 IF YN名="Y" OR YN$="y" THEN 1000 
1540 GOTO 133•3 
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1550 GOSUB 1140:COLOR 5:LOCATE 25,1:PRINT "Line no. and'delete Pr-ogr-am":LOCATE 

0,3 
1560 11-~PUT "Enter・input file name" ;I名
1570 IF !$="FILES" OR l$="fi 1 es" THEN FILES:GOTO 1560 

1580 IF I名=""THEN 1730 
応 '?0 !lll・'IJI "卜:,,i,,., ,)1Jiput file name";0$ 

1600 COLOR 4:PRINT 

1610 OPEN I名 FOR INPUT AS 廿2

lc,20 OPEN 0$ FOR OUTPUT AS 廿3

Iる30 LINE INPUT 井2,RECも

1640 GO訊 18 1150 

1650 REC名=RIGHTま (RECま， LEN<REC$)-INSTR(REC$,CHRま <~,H27) > > 
1660 PRIMT 廿3,REC$:PRINT REC$ 

1670 IF LI竺TII-.JGTHEN LPRINT REC忠

1680 IF EOF(2) THEN 1710 

16'7'0 IF LSl--1 THEN LSf,J=0:GOTO 1500 

1700 GOTO 1630 

1710 CLOSE 廿2,村3
1720 COLOR 4 
1730 INPUT "Retur-r, to mair, y/r," ;YN$ 

1740 IF YN名＝＂ソ "ORYN$="Y" THEN 1000 

1750 GOTO 1550 
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